
て
い
る
の
が
市
営
球
場
で
あ
る
。
特
に

硬
式
ボ
ー
ル
使
用
の
大
会
や
練
習
の
際
、

フ
ァ
ー
ル
や
暴
投
で
校
庭
に
ボ
ー
ル
が

飛
ん
で
き
て
児
童
に
当
っ
た
場
合
、
死

亡
事
故
な
ど
と
い
う
大
事
故
に
な
り
か

ね
な
い
。

故
に
、
そ
う
い
う
環
境
下
に
は
、
小
学

校
は
望
ま
し
く
な
い
。
小
学
校
は
安
全

で
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
こ
そ
重
要
で

あ
る
。
現
在
の
小
学
校
は
敷
地
も
広
く
、

風
光
明
媚
で
安
全
安
心
な
場
所
に
あ
る

の
で
移
転
す
べ
き
で
な
い
と
な
っ
た
。

２
．
末
崎
中
学
校
の
統
合
後
は
、
中
学

校
の
空
い
た
校
舎
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
か
。

現
在
の
末
崎
地
区
公
民
館
や
末
崎
町

振
興
会
、
末
崎
町
公
益
会
、
末
崎
体
育

協
会
、
末
崎
町
防
犯
協
会
、
末
崎
町
老

人
ク
ラ
ブ
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
、
交
通
安

全
協
会
等
の
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
に
、

ま
た
、
多
く
の
町
民
が
集
い
、
活
動

の
拠
点
と
な
る
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
の
施
設
と
し
て
活
用
し
た
い
。

た
だ
し
、
具
体
的
な
活
用
方
法
は
、

市
民
協
働
推
備
室
よ
り
具
体
的
な
地

区
公
民
館
の
在
り
方
等
を
含
め
た
組

織
改
革
が
示
さ
れ
た
後
、
検
討
し
、

市
当
局
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら

主

催

大
船
渡
市
中
央
公
民
館

末
崎
地
区
公
民
館

日

時

２
月

日
26

（火）

９
時

分
～

時

45

12

会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
体
育
室

大
会
規
則

ダ
ブ
ル
ス
戦
と
す
る

（１）
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
行
う

（２）
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
の
勝
者
に
よ
る

（３）
決
勝
ブ
ロ
ッ
ク
戦
で
勝
敗
を
決
す
る

表

彰

３
位
ま
で
表
彰

参
加
料

無
料

参
加
資
格

末
崎
地
域
住
民

(

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す)

参
加
申
込
み

試
合
当
日
ま
で
に

ふ
る
セ
ン(

―
２
９
５
５
）
又
は

29

田
畑(

―
２
３
２
３
）
ま
で

29

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

※
大
会
終
了
後
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室

に
お
い
て
「
な
か
よ
し
新
春
お
茶
っ
こ

の
会
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

会

費

円
（
弁
当･

ジ
ュ

1
0
0
0

ー
ス
代
等
）

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日

2

9

（土）時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困

り
の
方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
た
い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★
「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

2

13

（水）
10

12

月

日

時~

時

2

27

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物
花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋

・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先
鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
1

月

日(

木)

ま
で
に
連
絡
を
お
願
い

31
致
し
ま
す
。

末
崎
地
区
公
民
館
（
館
長
＝
ま
ち

づ
く
り
推
進
員
）
は
、

月

日
、

12

20

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第

回
末
崎
中
学
校
統
合
後
の
校
舎
利

1活
用
協
議
会
を
開
催
し
、
末
崎
中
学

校
が
大
船
渡
中
学
校
と
統
合
し
た
後

の
末
崎
中
学
校
校
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

協
議
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
．
平
成

年
度
に
示
さ
れ
た
市
教

28

育
委
員
会
の
案
に
つ
い
て

か
ね
て
、
末
崎
小
学
校
の
老
朽
化

に
伴
い
、
末
崎
中
学
校
の
統
合
後
に

末
崎
小
学
校
を
移
転
さ
せ
る
案
が
示

さ
れ
た
が
小
学
校
を
移
転
さ
せ
る
と

す
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

①

復
興
計
画
に
基
づ
く
、
震
災
地

を
通
ら
な
い
、
末
崎
町
船
河
原
か
ら

平
ま
で
、
末
崎
小
学
校
前
か
ら
碁
石

（
碁
石
海
岸
）
ま
で
の
新
県
道
が
平

成

年

月
ま
で
に
整
備
さ
れ
る
こ

33

3

と
か
ら
、
こ
の
道
路
が
末
崎
町
の
主

要
道
路
と
な
り
、
現
末
崎
中
学
校
の

玄
関
や
生
徒
の
出
入
り
口
の
目
の
前

の
道
路
の
交
通
量
は
観
光
、
産
業
、

通
勤
、
通
学
等
に
よ
り
一
段
と
多
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
児
童
が
交
通
事

故
の
犠
牲
者
に
な
り
か
ね
な
い
。

②

ま
た
、
末
崎
中
学
校
に
隣
接
さ
れ

 

末崎町の石碑・祠・神社(18)
お地蔵さん（地蔵菩薩）について ~ その 7

(5) 「縛られ地蔵」について その 2
（前号「大岡政談」のつづき）

「寺の門前で立ちながら泥棒の所業を黙ってみているとは門前の
地蔵も同罪なり。直ちに縄打って召捕って参れ」地蔵はぐるぐる
に縛られ、車に乗せられて与力、同心に守られて江戸市中を引回
され南町奉行所へ。物見高い江戸市中のやじ馬連中、どんな裁き
が始まるかと奉行所になだれ込んだ。頃を見計らった越前守は門
を閉めさせ、「天下のお白州へ乱入するとは不届き至極、その罰
として反物一反の科料を申付ける」鶴の一声、奉行所にはその日
の中に反物の山ができた。
手代に調べさせるとその中から盗品が出て、それからそれへと

調べさせると、当時江戸市中を荒らした大盗賊団が一網打尽とな
った。越前守は地蔵尊の霊験に感謝し、立派な御堂を建立し盛大
な縄解き供養をおこなった。
以来「縛られ地蔵」と呼ばれ、盗難よけ、厄除け、さては縁結

びまで、あらゆる願い事を聞いて下さる地蔵尊として、お願いす
るときは縛り、願い叶えば縄解きする風習が生れ、今も多くの人
達の願い事を秘めて縛られ続けている。』
有名な縛られ地蔵の所在地として、東京都葛飾区東水元 2丁目

南蔵院。東京都文京区茗荷谷 林泉寺。東京都品川区青物横丁
願行寺。この外にも各地に多数あるようです。

船河原 雷神社 拝殿

に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①

人
口
減
少
に
対
応
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
地
区
を
持
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
区
の
将
来
像
の
実

現
や
運
営
に
関
わ
る
住
民
や
団
体

を
、
時
間
を
か
け
て
幅
広
く
増
や

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②

地
区
の
実
情
に
応
じ
て
、
行
政

と
協
働
し
、
地
区
の
課
題
を
自
ら

解
決
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る

③

以
上
、
①
、
②
の
こ
と
か
ら
、

地
区
の
活
動
拠
点
で
あ
る
「
地
区

公
民
館
」
を
「
地
区
セ
ン
タ
ー
」

に
移
行
し
、
「
地
区
運
営
組
織
」
に

よ
る
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

促
進
す
る
。

④

地
区
運
営
組
織
は
、
地
区
セ
ン

タ
ー
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
員
、

地
域
公
民
館
、
各
種
団
体
等
に
よ

り
構
成
し
運
営
し
て
い
く
。

⑤

「
地
区
公
民
館
」
か
ら
「
地
区

セ
ン
タ
ー
」
へ
の
移
行
時
期
は
、

市
で
は
平
成

年
度
と
考
え
て
い

34

る
。
平
成

～

年
度
は
地
区
運

32

33

営
組
織
の
結
成
に
取
り
組
む
時
期

と
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
平
成

年

月

31

1

か
ら

月
の
間
に
市
議
会
に
説
明
、

3

さ
ら
に
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員

会
を
設
置
し
意
見
を
伺
っ
て
か
ら

各
地
区
へ
の
説
明
を
行
い
た
い
と

し
て
い
る
。

☆
末
崎
地
区
公
民
館
杯

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

主

催

末

崎

地

区

公

民

館

日

時

２
月

日
22

（金）

９
時

分
～

時

45

12

開
会
式

９
時

分
45

会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
体
育
室

大
会
規
則
チ
ー
ム
対
抗
戦
と
す
る

（１）

総
対
戦
の
リ
ー
グ
戦
と
す
る

（２）

３

人

対

３

人

で

対

戦

し

、

（３）
持

球

は

１

人

２

球

と

す

る

表

彰

３
位
ま
で
表
彰

参
加
料

無
料

参
加
資
格
末
崎
地
域
住
民

(

誰

で

も

参

加

で

き

ま

す)

参
加
申
込
み

試
合
当
日
大
会
受
付
に
て
申
込
み

事
前
申
し
込
み
は
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー(

―
２
９
５
５
）
ま
で

29

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

☆
な
か
よ
し
親
善
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会

計
画
を
立
て
、
町
民
（
委
員
）
に
諮
っ

て
決
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

以
上
の
内
容
を
市
教
育
委
員
会
教
育

長
あ
て
に
、
「
末
崎
町
民
の
意
向
で
あ
る

の
で
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
」

と
し
て
、

月

日
提
出
し
た
。

12

26

大
船
渡
市
の
市
民
協
働
準
備
室
は

月
1

日
、
市
役
所
に
お
い
て
、
第

回
大

15

1

船
渡
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
（
地
区
公

民
館
長
）
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

力
員
（
主
事
）
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

そ
の
中
で
市
は
人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

年
度
か
ら

31

内
部
組
織
を
見
直
す
と
し
た
。

特
に
、
教
育
委
員
会
で
所
管
し
て
い
た

「
文
化
」
「
ス
ポ
ー
ツ
」
「
生
涯
教
育
・

社
会
教
育
」
を
市
長
部
局
（
生
涯
学
習

課
）
に
移
管
す
る
。
ま
た
、
中
央
公
民

館
を
廃
止
し
、
こ
れ
ま
で
中
央
公
民
館

が
担
っ
て
い
た
事
業
や
事
務
は
市
長
部

局
市
民
協
働
課
に
お
い
て
行
う
と
の
こ

と
で
あ
る
。

今
後
の
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ

い
て

市
は
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
次
の
よ
う

市
の
組
織
体
制

統
合
後
の
校
舎
の
利
活
用

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/
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